
１ 　随意契約見直し計画の概要

２ 　フォローアップの結果

　平成２２年度実績は平成１７年度実績に比較して，以下のとおりとなっている。

①　契約全体は，件数が36件減少，金額が約5,399百万円増加

②　競争性のある契約方式については，件数で351件，金額で約9,351百万円それぞれ増加

③　競争性のない随意契約については，件数で387件，金額で約3,952百万円それぞれ減少

３ 　平成２２年度における競争性のある契約方式の状況

平成１７年度実績 平成２２年度実績
％ 2,243件　22,285百万円 2,207件　27,684百万円

競争入札 競争入札
【４９.２％】 【６７.３％】

件 件
百万円 百万円

企画競争等　【５.６％】

　126件，2,794百万円

競争性のない 企画競争等　【４．３％】

随意契約 　95件，1,223百万円
【４５.２％】

件 競争性のない
百万円 随意契約

【２８.４％】

件
百万円

※　四捨五入の結果，合計金額と内訳とが一致しない場合がある。
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　随意契約見直し計画は，国の契約は競争入札が原則であって随意契約は例外であるとの原点に立ち
返り，平成１７年度に締結した随意契約について点検・見直しを行い，随意契約によることが真にや
むを得ないものを除き，可能なものから速やかに一般競争入札等による契約に移行することとしたも
のである。

　平成２２年度は，平成１７年度と比較すると，「競争性のある契約方式」が１６.８ポイント増加
している。
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競争性のある
　　契約方式合計
　　【５４.８％】
1,230件　12,598百万円

競争性のある
　　契約方式合計
　　【７１.６％】
1,581件　21,949百万円

対１７年度増▲減
  １６．８ポイント増加
　件数　 351件増

金額9,351百万円増


